
情報システム・バックアップオフィス研究会 第１１回 議事録 
（敬称略） 

 
１．会合概要 

・ 開催日 ：2009年 10月１日（木）17:30～19:30 
・ 開催場所 ：BCAO虎ノ門事務所 会議室 
・ 進行役 ：関山 雄介 大成建設株式会社（副座長） 
・ 議事録作成 ：西出様 法人会員（㈱損保ジャパン・リスクマネジメント） 
・ 出席者数 ：１２名 
・ 資料     ：①第 11 回 研究会 アジェンダ 
         ②第 10 回 議事録 

      
２．議事内容 
（１）事務局報告関連 
①研究会メンバー 
退会者          ： 1名（山本様 ㈱損保ジャパン・リスクマネジメント） 
入会者          ：  1名（西出様 ㈱損保ジャパン・リスクマネジメント） 
登録済研究会メンバー数  ：４３名 
座長・副座長    ：  3名 
 
研究会メンバー 計    ： ４６名 
 

②今回初参加のメンバー挨拶 

西出様 ㈱損保ジャパン・リスクマネジメント 

 

（２）前回議事録（略） 
  

（３）９月のイベント 
①第1回BCAO関西月例講習会 

 ・日時：9月16日（水） 

 ・場所：大阪大学中之島センター 

・内容：13:30～15:50 「新型インフルエンザ対応シミュレーション」 

    16:00～16:15 講演「事業継続推進機構の活動」 

    16:15～16:30 講演「関西支部・関西地域勉強会の活動」 

 

②BCAO意見交換会 

・日時：9月 25 日（金） 

・場所：BCAO 虎ノ門オフィス 

・内容：「事業継続をめぐる国内の最新動向」 

 



③第4回月例講習会&意見交換会 

・日時：9月30日（水） 

・場所：独立行政法人国立オリンピック青少年センター 

・内容：「新型インフルエンザ対応シミュレーション」「課題に対する意見交換」 

 
（３）今後のイベント 
①BCAO 後援 日本危機管理学会シンポジウム 

・日時：10月 10 日（土）14：00～17：30 

・場所：国士舘大学梅ヶ丘校舎 301B 教室 

・内容：「新型インフルエンザに関するシンポジウム」 

 
（４）プレゼンテーション：BIAについて 

①発表者：細坪 信二様（BCAO理事・事務局長） 
②主な内容 

  a）BIAについて 
    本来の BIAとは、BIA実施のポイントなど 
  b）ディスカッション 
 

a）BIAについて 
○本来の BIAとは 
 主な内容 
・BIAとは、業務プロセスを整理し、重要業務、重要要素・資源の特定、RTOの
検討を行うものであり、被害想定やリスク分析結果などは必要としない。 
・日本国内の各種ガイドラインでは、BIA に関する記述が明確でなく、また、各
企業における構築においてもリスクとあわせて検討しているため、BIA 本来の
目的を達成できていないことが多い。 
・BIAを行っていない、又は BIAとリスク分析等が混在した場合、想定したシナ
リオ以外のリスクが発生した場合、既存の BCPでは対応できなくなり、BC 本
来の目的を達成できない可能性がある。 

 
○BIA実施のポイント 
 主な内容 
・BIA の実施は、組織の状況を客観的に分析し、重要なビジネスプロセスや機能
を特定することである。 
・BIAメンバーには、収益を上げているビジネス部門や財務部門を加える。 
・情報システムの側面から BIAを実施すると、システム側から見た重要度と経営
側からみた重要度が合致しないことが多いため、失敗することが多い。 
・BIAの推進手法は、日本ではワークショップが向いている。（欧米では専用ソフ
トを利用することが多い） 
・RTO 決定にあたっては、定量的に損失する利益の受容ラインを決めることと、



定性的に損失する社会的信用の受容ラインを決めること、この２つの結果を

持って判断する。 
 

b）ディスカッション 
○主な意見 
・リスク分析の想定を広げることによって、リスク分析が BIAの代わりを務めるこ
とも可能ではないか。 
→想定外の被害が発生した場合を想定していることから、リスク分析の想定範囲を

広げても代用はできない。 
・国内企業の発想としては、地震などの想定被害が先に来なければ、BC活動に進ま
ないのが実情。 
→BIA の発想が経営管理からきているため、欧米の文化圏では受け入れられやすい
ことが考えられる。日本でも、今後、想定外の災害が発生した場合、BIA の重要
性に気づく可能性もある。 
・システム側からの BIA策定が、適切でないということであれば、ITBOの研究課
題として BIAを今後も対象とするか疑問が残る。 
→メンバー全員の検討課題 

 
（５）ITBO用語の整理 
①発表者：衣笠 宗彦様（㈱モア・インフェクト） 
→時間が不足したため次回以降に持ち越し。 

 
３．次回研究会の開催予定 
   １１月５日（木） １６：００～（BCAO虎ノ門オフィス<予定>） 
 開始時間が通常通りに戻りますので、ご注意ください。 
 
４．第１１回研究会出席者一覧 

No, 氏名 会社名

1 関山 雄介 大成建設株式会社

2 川村 丹美 株式会社シーエーシー

3 梅澤 薫 日本電気株式会社

4 加藤 誠 株式会社日立製作所（日立コンサルティング）

5 衣笠 宗彦 株式会社モア・イフェクト

6 駒村 治樹 富士通エフ・アイ・ピー株式会社

7 近藤 隆一 株式会社富士通エフサス

8 杉野 弘典 株式会社パスコ

9 土橋 篤 みずほ情報総研

10 羽石 将士 株式会社　日立製作所

11 山下 晋也 日本アイ・ビー・エム株式会社

12 西出　三輝 株式会社 損保ジャパン･リスクマネジメント  
 

以上 


